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AIを活用した電気使用量分析
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中部電力の概要
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原子力

火力

再エネ

水力

新エネ

合計

送電

変電

配電

送電線亘長

支持物(鉄塔など)

変電所数

変電所出力

配電線亘長

支持物(電柱など)

燃料調達 発電 送変電 配電 販売

”地球環境に優しい良質なエネルギーを安価で安定的にお届けする”
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中部電力経営ビジョン
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期待を超えるサービスを、先駆けてお客さまへ
「一歩先を行く総合エネルギー企業グループ」

変わらぬ使命の完遂 新たな価値の創出
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技術経営戦略に取り組む背景

6

事業環境
の変化

「第4次産業革命」とも言われる大きな変革が加速的に進展

人工知能（ＡＩ）・ＩｏＴ・ビッグデータの進展が、
ビジネスや社会のあり方そのものを根底から変えていく可能性

再生可能エネルギー、蓄電池など分散型エネルギー資源の普及拡大

最新技術を利活用できるかがビジョン実現の鍵

分散型エネルギー普及がエネルギー供給のあり方を変えていく可能性

社会や最新技術の動向を幅広く注視して将来を洞察し、技術を活用・発展させて、

中部電力グループの「事業基盤の強化・高度化」や
「新たなビジネス・サービスの創出」の実現を目指す

技術経営
戦略
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中部電力が目指すもの

7

 目指す姿の実現に向けて、当社グループが保有するインフラや様々なデータ、電力・ガスを
軸としたサービスにICTをはじめとする先端技術を利活用することに取り組んでいます。

保有する設備インフラ
• 電力インフラ
• スマートメーター等の通信インフラ など

保有するビッグデータ
• 設備の運転・保守データ
• スマートメーターデータ など

エネルギー事業を軸とした
サービス
• 電力供給サービス
• ガス供給サービス など

技術革新の著しいICT

•AI
•ビッグデータ
• IoTなど

地域に存在する
分散型エネルギー資源
• 再生可能エネルギー
• 蓄電池
• PHV・EV

• デマンドレスポンス など

×
事業基盤の
強化・高度化

新たなビジネス・
サービスの創出



ＩＣＴ活用に関する主な取り組み
～ＡＩ・ビッグデータ・ＩｏＴ～02
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ICT活用に関する主な取り組み

9

：情報・制御
：電力

＊154kV以下の送配電網

今後の電力システムでは、スマートメーターの普及等によるエネルギーとICTの融合と、大規模電源と再エネ等の
小規模分散電源の併用が進展していくことを踏まえて、以下のような取り組みを実施

エネルギーとICTの融合

大規模電源と小規模分散電源の併用

③家庭向けエネルギー
マネジメントサービス

ヒートポンプ
給湯機

家庭用
蓄電池

PHV・EV

空調

コジェネ

スマートメーター

系統用
蓄電池

太陽光

大規模電源

風力

①配電系統運用の高度化

②再エネの有効利用、地産地消

④電柱等を活用した
地域サービス⑤火力最適運転支援
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太陽光風力

バイオマス

t

kW

供 給 需 要

VPPを活用して、
供給余剰時に貯蔵、
供給不足時に供出

電力グリッド

再生可能エネルギーの地産地消

アグリゲーター天候等により変化

家庭用
蓄電池

PHV

豊田市施設

t

kW

系統用
蓄電池

全館空調・
ヒートポンプ給湯機

家庭のエネルギー
マネジメント

バーチャルパワープラント

配電系統高度化

業務用
蓄電池

調整力等
の提供

電圧・
潮流の
調整

○豊田市バーチャルパワープラントプロジェクト

取り組み① 配電系統運用の高度化
取り組み② 再生可能エネルギーの有効利用、地産地消

（トヨタ自動車、デンソー、トヨタタービンアンドシステム、豊田市と共同実施）
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取り組み④：電柱IoT化による地域サービス
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情報通信NW

電子ペーパー

カメラ

つながる

検知する

知らせる

見える

•子供見守り
•通信スポット 等

•防災、公示物、広告 等

•気象観測
•環境測定
•防災 等

•防犯、マーケティング、
都市計画 等

マイク

通信装置

中部電力のサービスプラットフォーム
• データ格納、

AI分析
• コンテンツ配信

• アプリ開発環境
• データ蓄積

センサー

○オープンイノベーション プログラム： プロジェクト

電柱
（中部電力エリア：約280万本）
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取り組み⑤：火力最適運転支援システムの導入

12

運転データをＡＩ解析し
予兆を把握することにより
設備異常を早期に発見
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データ活用によりさらに高度なサービスを提供
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福 祉ヘルスケア

交通

・・・

• 少子高齢化
• 労働人口の減少
• 地方経済の低迷
• 経済格差の拡大 等

金融保険

水 道

社会全体のニーズ個々のお客さまのニーズ

• 家庭のエネルギー最適利用
• 快適・健康な暮らし
• 利便性の向上
• 子供や老人の見守り 等

ガ ス電 気

他のサービス
プラットホーム

エネルギーに関するあらゆるサービスのご提供はもちろんのこと、他のサービスプラットホームとデータを共有して
新たなサービスを創出し、「個々のお客さまのニーズ」と「社会全体のニーズ」にお応えしていく

中部電力グループ
エネルギーサービスプラットホーム

データを共有し、一体となって新たなサービスを創出

通 信



家庭向けエネルギーマネジメント
サービス03
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スマートメーターの普及

●お客さまサービスの向上などを目的として，スマートメーターの本格設置を開始

 計量機能

 開閉機能

 通信機能

主な機能
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現状の家庭向けサービスの紹介
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カテエネ 使用料・料金実績

17

スマートメーター
30分毎の使用電力量

使
用
量
（
ｋ
Ｗ
ｈ
）

月別

時間別

使
用
量
（
ｋ
Ｗ
ｈ
）

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月
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カテエネ 省エネ分析レポート
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カテエネ 省エネ分析レポート
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似た家族との比較

使
用
量
（
ｋ
Ｗ
ｈ
）

11月 12月 1月

使用量カレンダー

時間帯別使用割合比較

似た家族 お客さま

ご使用量の月別比較
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省エネ情報の提供

20
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取り組み③ 家庭向けエネルギーマネジメントサービス

21

ＡＩによる見える化

家電毎の計測器を用いることなく、

家電製品ごとの電気使用量（電気料金の内訳）

毎年や季節ごとの電気の使い方の変化

→見える化により、

家電製品ごとの省エネ効果、ご利用状況、および
省エネ機器の更新目安の把握が可能

○AIを活用した電気使用量の分析技術の検証

中部電力 Bidgely（ビジェリ：米国）

中部電力 ABEJA（アベジャ：日本）

×

×

実証パートナー

電力使用データ

家電ごとの使用状況



ＡＢＥＪＡとの家電利用推定実証04
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データ
収集期間：2017年07月11日～2017年09月18日
活用データ：約40家庭のＢルート瞬時電力等

目的

AIを活用し、３０分単位の使用電力量（Ａルート）から
各家庭の各家電の使用状況を把握すること。
• 30秒毎の瞬時電力（Ｂルートデータ）に対して実際に使用した家電をラベルとし
て付与した正解データを作成。

• 作成した正解データから30分単位の使用家電に変換し、使用家電の推定を行う。

ABEJAの
提供価値

アノテーション型家電推定モデル
• 検証者自身がAIの精度を高めていく過程を体験し、人とAIの両方の力で使用家電

の推定精度を高める。

プロジェクト概要
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スマートメータのAルート・Ｂルート

24

遠隔での
検針が可能

Aルート Bルート

HEMS等

30分単位
使用電力量等

30秒毎注

瞬時電力等

中部電力

注：最短取得間隔は１秒
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Ｂルートデータで何がわかるの？
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0 3 6 9 12 15 18 21 24

IH調理
IH調理

温水器

電子レンジ

電子
レンジ

エアコン

エアコン

エアコン

エアコン

瞬時電力計測値ＩＩＪスマートメータＢルート活用サービス
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ＡＩラーニング時の流れ（概略図）

電力/家電
DB

Web アプリ

①電力値に取得時間、お客さま情報などを付加して保全

ＡＩ
家電推定
モデル

②瞬時電力、推定家電の表示

③使用家電の正解入力
④特徴学習

変化の検出 ⑤DB修正
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Ｗｅｂアプリによる使用家電の選択

１．トップ画面：日付の選択 ２．使用電力・推定家電の表示 ３．使用家電の選択
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推定家電および使用家電の選択について

選択肢 選択ポイント

エアコン エアコンの電源を入れたタイミング

冷蔵庫買い入れ 冷蔵庫を開き、商品を入れたタイミング

洗濯機/乾燥機/浴室乾燥機（電気） 洗濯機・乾燥機の電源を入れたタイミング

IH IHクッキングヒータの電源を入れたタイミング

電子レンジ/トースター 電子レンジ・トースター の電源を入れたタイミング

炊飯器 炊飯器の電源を入れたタイミング

温水器 温水器の動作しているタイミング

食洗機 食洗機の電源を入れたタイミング

その他 上記に該当しない電化製品

この時間には使用していない この時間は電源を入れていない

わからない どの機器を使ったか正確に思い出せない場合
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家電推定モデルの流れ

３０秒毎の瞬時電力データから以下のＳＴＥＰ１～４の流れで、家電毎の傾向データ（プロファイル）を作成し、
家電推定を行っている。

𝐒𝐜𝐨𝐫𝐞 = 𝟎. 𝟕 × 家電使用率+ 𝟎. 𝟑 ×
使用家電波形 − 推定対象家電波形

使用家電波形

STEP1. 家電毎の電力使用傾向のデータを作成

STEP2. 家電使用開始時刻を推定

STEP3. 家電毎の傾向データを作成

STEP4. 使用家電推定と精度評価

短時間使用される家電を捉えるための閾値の定義

短時間または長時間使用される機器の使用開始を推定

家電使用率：３時間毎の特定の家電使用率
使用家電波形：３時間毎の開始10分間の電力データ
推定対象家電波形：STEP2の推定時刻から家電毎の開始から10分間の電力データ

各お客さま毎に次のスコアが最も高い家電を推定家電として表示
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Webアプリに表示する使用家電の推定精度評価(家電毎)

=
推定した家電と検証者が選択した家電が一致した回数

家電を推定した回数
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Webアプリに表示する使用家電の推定精度評価(家電毎)

• 使用家電毎の推定精度は検証者による入力数と正の強い相関がある。

• 各使用家電においてエアコンの推定割合が高い傾向にあり、原因は入力家電の分布がエアコンに偏っているため
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Webアプリに表示する使用家電の推定精度評価(家電毎)

正解家電 推定家電 推定割合

電子レンジ

エアコン 30.39%

冷蔵庫 0.23%

洗濯機等 2.64%

IH 5.39%

電子レンジ 46.44%

炊飯器 2.06%

その他 4.70%

使ってない 2.75%

食洗機 0.23%

正解家電 推定家電 推定割合

炊飯器

エアコン 31.25%

冷蔵庫 1.56%

洗濯機等 0.39%

IH 15.23%

電子レンジ 5.47%

炊飯器 32.42%

温水器 3.52%

その他 3.52%

使ってない 1.17%
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Webアプリに表示する使用家電の推定精度の推移

家電推定モデルの更新を実施
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３０分単位の使用電力量による家電推定モデルの流れ

３０秒毎の瞬時電力データから以下のＳＴＥＰ１～４の流れで、家電毎の傾向データ（プロファイル）を作成し、
家電推定を行っている。

𝐒𝐜𝐨𝐫𝐞 = 𝟎. 𝟕 × 家電使用率+ 𝟎. 𝟑 ×
使用電力平均値− 30分単位の使用電力積算値

使用電力平均値

STEP1. ３０分単位の電力データを作成

STEP2. 家電使用開始時刻を推定

STEP3. 家電毎の傾向データを作成

STEP4. 使用家電推定と精度評価

 30分単位の使用電力積算値：30秒毎の瞬時電力値を積算（Aルートデータと一致）

短時間または長時間使用される機器の使用開始を推定

家電使用率：３時間毎の特定の30分区間の家電使用率
使用電力平均値：3時間における使用電力積算の平均値を30分単位で算出

各お客さま毎に次のスコアが最も高い家電を推定家電として表示
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30分単位の使用家電の推定精度評価(家電毎)

=
推定した家電と使用家電の教師データが一致した回数

家電を推定した回数
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実証結果のまとめ

目的
AIを活用し、３０分単位の使用電力量（Ａルートデータ）から
各家庭の各家電の使用状況を把握すること。

結果
３０分単位の使用電力量からの使用家電推定は、
評価期間の平均として推定精度が５７．５％となった。
 エアコンは７９．７％、冷蔵庫は１７．５％と家電毎に偏りが発生

ＡＩ家電推定モデルの更なる精度向上を行ったうえで、
家庭向けエネルギーマネジメントサービスへの適用を進めていく。

今後



AIを活用した電気使用量分析
まとめと将来展望05
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まとめ

38

 今まで取得できなかった詳細な使用電力量データを
スマートメーターにより把握できるようになってきています。

 家電利用推定実証により、推定精度に課題が残るものの、
AIの活用で家電をある程度推定できるようになってきています。

 お客さまは、ＡＩ家電利用推定やそれに基づく省エネ分析を
高く評価しています。

 更なるデータ取得と学習により推定精度を高めていくことで、
お客さまに新たな価値が提供できる「新サービス」をつくりあげて
いきます。
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将来展望

39

お客さま

Annotator

(お客さま)

Data Scientist

推定モデルWebAPI

(推定)

WebAPI

(データ蓄積)
データストレージ

Annotation Tool

使用家電の
ラベル付与

使用家電
ラベル蓄積

電力波形表示

電力データ蓄積

推定の実行

推定結果の返却

電力、ラベル
読み取り

モデル構築
Deploy

データ蓄積を
リクエスト

電力データ
の蓄積

家電推定の
リクエスト

推定結果
の返却サービス

ツール

サービス
情報出力

ABEJA Platform

モデル生成
Deploy

ＡＩ家電推定モデルの高精度化を達成したうえで、以下の家電推定の運用スキームを検討していく。

データ蓄積
システム

家電推定
サービス
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